
こんにちは！あけぼの通信です。今月 3月
号もやる気を出す方法に関するお話です。

何ヶ月も連続でやる気についてお話ししてい
るのはですね。人生においてやる気が一番
大切だと思っているからです。大変なことが
多い世の中ですが、少しでもやる気になって
いただき、お仕事や勉強などに勤しんでい
ただければ幸いです。

ということで今月はハーバード大教授が教え
るやる気を出す方法です。

これはハーバード大学のテレサアマビール
という教授が出した論文からのリソースです
どんな研究を行ったかと言うと、
7つの会社から238人のビジネスマンを対象
にして12000時間もの間やる気の変動という
ものを観察して行ったそうです。

なかなかこれだけの時間を追いかける論文
というのも多くはありませんが 12000時間と
いうのはどれくらいかという話をすると、 1万
2000÷24=500で500日間もの間238人を研
究して追っていたということになります。

ほぼ約2年弱の間ですかね .
これだけの期間と人数を調査していく理由を
考えるとそれだけの分母があるからこそ研
究結果に客観性が担保されるということで
す。

わずか一人を1時間をかけただけでは調べ
たい事柄の客観性は担保できないわけで
す。

こうして238人を500日間追いかけやる気の
変動を調査していたわけですが、
ハーバード大学のテレサアマビール教授は
この研究によってやる気は 小さな成長に
よって高まっていくということを見つけまし
た。

一方で、同様にテレサアマビール教授は管
理職700人を調査していて、部下のやる気を
上げるために必要なものは何かということを
調べていました。

その結果、95%もの管理職が部下のやる気
をあげるものとして答えた事がお金だったそ
うです。

要するに、人のやる気はお金では上がら
ず、小さな自分の成長によってもたらされる
ものということになります。

しかしその「達成感や成長」というものを度
外視して「お金さえ上げれば部下はやる気
になり自分のために働いてくれるだろう」と
多くの管理職の人は考えていたということが
これらの実験から明らかになります。

そう私たちのやる気の向上に欠かせないの
はお金ではなく自分が成長しているという感
覚だったわけです。
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これを証明するもう一つの例が 2010年に行
われた研究であります。あるコーヒーショップ
でコーヒーを買ってもらうという実験なんです
が、これを二つのグループに分けます。

一つのグループはこのスタンプを 10個貯め
るとコーヒーが一杯無料になるというスタンプ
カードを渡したグループ。

もう一つのグループは 12個スタンプを貯める
とコーヒーが一杯無料になるというスタンプ
カードを渡すグループで、最初から二つのス
タンプが押されている。

この二つでどちらの方がより早くスタンプカー
ドがたまるかを検証しました。

要するにどちらの方がやる気が高まるかを
チェックするということです。
蓋を開けてみればどちらも 10個のスタンプを
貯めるということに変わりはありません。

しかし結果はどうなったかと言うと、 コーヒー
ショップに通う頻度が高かったのは初めにス
タンプが押されていた方のグループでした。

こちらの方がより早くスタンプを貯めたという
結果になりました。これが意味することという
のは徐々にスタンプがたまっていく感覚こそ
が成長で、最初から二つ押されているという
ことでその成長を実感することができやすく
なっていたということです。

初めにゼロの状態から自分で 10個ためるよ
りも途中から始める方が成長している実感
が得られるということですね。進んでいる感
覚ともいうかもしれません。

だからこそ、前者が何もしていないスタンプ
カードを持った人たちよりも楽しくなり、コー
ヒーショップへ通ったということがこの実験か
らも明らかになるわけです。
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つまりはモチベーション、やる気というのは
「自分が成長できている」と体感すること
で、それこそがやる気の向上につながると
いうことです。

このことをハーバード大学のテレサアマ
ビール教授を筆頭に科学的根拠をもって証
明してくれるということです。
この事実から「小さな成長を体感する」 とい
うことの大切さがわかると思います。
ある大手電気機器メーカーの営業課長は
営業に知識やスキルを教え込んでいたとき
は売り上げが伸び悩んだそうです。

そこでやり方を変え、 メンバー自身がワク
ワクする小さな目標を立てられるように支
援して、日々それが達成されたかどうかを
一緒に振り返ったそうです。
すると、数字ばかりを追いかけていた時よ
り遥かに良い成果が出たそうです。

日々の成長を実感すること、小さなことです
が、それこそが大きなやる気を引き出す小
さな一歩かもしれません。

3月のあけぼの通信は以上です。最後まで
お読みいただきありがとうございました。
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